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要旨:  
北欧のデザインの文化を参照する上で，プロダクトやインテリアだけではなく，公共空間におけるコミュニ
ケーションのデザインにどのような配慮を行われているのかを分析することは重要であると考えられる．そ
こでコペンハーゲン（デンマーク）とストックホルム（スウェーデン）を訪れて実地調査を行った．本稿は
その時に採集を行った写真とメモを整理したものである．北欧の街中に溶け込んでいるデザイン事例を日本
人の筆者の視点から解釈し、コミュニケーションデザインの観点からの考察を行い，日本の側の読者に両国
のデザイン文化について紹介する． 
 
 
 
1. はじめに  
	 北欧（スウェーデン，デンマーク，ノルウェー，フ
ィンランド）は，独特の社会制度による福祉国家とし
ての他，先進的なデザイン文化で世界的に知られてい
る． 
	 一般に北欧デザインとは，巨匠 Arne Jacobsen に代表
されるような，洗練された家具や照明などのプロダク
トやインテリアデザインの周辺を指す．しかしそのア
ウトプットのフォルムの美しさだけに囚われると本質
を見誤る．フォルムを規定している背景にあるものは，
長年にわたって蓄積された人々の美意識であり，そし
て文化である．さらにいえば徹底した自己決定の態度，
それらによって形成された参加型の社会によってデザ
インが生活に浸透し，その土壌からデザイナー達が生
まれてきたのであって，そういった周辺の要因を抜き
にしてフォルムだけを語ることは表面的に過ぎるだろ
う．したがって，ショールームに飾られている北欧デ
ザインの代名詞のようなプロダクトを見るよりも，実
際の北欧の街の中で彼らがどのように生活しているか，
そして多様な人々が意思疎通して社会を形成している
かについて焦点を当てることがデザイン研究において
は重要であると筆者は考える． 
特に，通常は焦点が当たりにくいが，公共空間にお
けるコミュニケーションのデザインにどのような配慮
を行われているのかは，北欧のデザインの文化を参照
する上で極めて興味深い．そういった視点での街の観
察を通して，参加型の文化がどのように社会とそのデ
ザインに影響を与えているのか，そして福祉国家とし
ての根幹を成す社会民主主義的な理念とデザインの関
係も見えてくるはずである． 
2. ⽬目的  
本稿は，2012 年の 9 月に筆者が北欧を訪れ実地調査
を行った時の記録をまとめたものであり，研究資料と
して位置づけられる．まず，コペンハーゲン，ストッ
クホルムの街における公共空間の観察を元に、事例を
分類し整理を行う．北欧の街中に溶け込んでいるデザ
イン事例を日本人の筆者の視点から解釈し、コミュニ
ケーションデザインの観点からの考察を行い，日本の
側の読者にデザイン文化についてのひとつの視点を提
示することを目的とする． 
 
3. コペンハーゲン（デンマーク）における事例例  
 
3.1 デンマークのデザイン  
 
はじめに、デンマークの首都、コペンハーゲンの街
におけるデザイン事例を紹介する。高緯度に存在する
北欧の国々の生活は，少ない日照時間，寒冷な気候と
切り離せない．厳しく長い冬を乗り切るために，長時
間を過ごす室内空間を快適に保つことは精神衛生上の
死活問題となるため，室内を彩るデザインについては
人々の大きな関心が向けられることになる．だからこ
そインテリアデザインの文化が発達したわけであり，
気候はデザインにも大きな影響を与えるといえる．例
えば日本家屋のように四季折々の季節の変化を取り入
れたり，素材の色を活かした室内空間とは対極にある
ような，目が覚めるような派手な原色を用いたり，シ
ャープなエッジを効かせた人工的なフォルムを取り入
れたりすることが多いのも，外界から遮断された室内
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でリフレッシュするための必要性が高いからだろう． 
	 この辺の美意識についてであるが，デンマーク在住
の日本人デザイナー曰く「普通の主婦がアマチュアで
行っている家庭内のインテリアの演出すら洗練されて
おり，どの家にお邪魔してもプロであるはずの我々が
思わず舌をまくほどセンスがよい」とのことで，例え
ば日本人がショールームで見るような小綺麗な特別な
ものではなく極めて日常的なものだということなのだ
ろう． 
	 また，チェアにしても，ただ単に座るためのもの
ではなく，室内でゆっくりと思索するために必要不可
欠な「身体の一部」として捉えられていると言われ，
北欧で名作椅子が多く生まれていることにも室内で過
ごす時間の重要さと相関しているように思える．1-1
は，伝統的な北欧デザインの巨匠である Ole Wanscher
の家具で統一されたホテルの一室である．歴史の積み
重ねを感じさせるような品格のあるフォルムが美しい．
このようなデザイナールームは，筆者が宿泊したホテ
ルで行っていたデザイン愛好者向けのサービスである
が，鑑賞するだけではなく，実際に一晩利用できる点
で大いに満足できるものであった． 
なお，こういった民間レベルの取り組みだけではな
く，デンマークでは，国策としてもデザインに非常に
力が入れられており，充実した国立のデザイン博物館
やデザインセンターが運営されている．1-2 はデザイ
ン博物館のデザインの歴史の最終章（つまり 2012 年時
点でのトレンド）のコーナーである．いわゆるソーシ
ャルデザインが占めており，他の先進国および日本と
同じように，貧困や環境などの社会問題の解決のため
のデザインのあり方という潮流は，ほぼ世界的傾向で
あることが興味深い．写真には世界的に有名な
LifeStraw が見えるが，これは実はデンマークで生み出
されたプロダクトである． 
ところで筆者は，晩夏の非常に気持ちの良い時期に
コペンハーゲンを訪れたのであるが，到着して真っ先
に感じたことは、ニューヨークの近隣地区に共通する
ような猥雑さだった。駅周辺の路上の散乱するゴミや
放置自転車、駅の壁に頻発するグラフィティの数々が
よりその印象を強める．1-3 は，もっとも中心部であ
るコペンハーゲン駅のホーム付近に書かれたグラフィ
ティである．治安は悪くなく，もちろん他の国よりも
カフェやショップが非常に美しいのも事実であるが，
ステレオタイプな北欧のイメージとは大きく食い違う． 
 
 
3.2   コペンハーゲンのユニバーサルデザイン  
コペンハーゲンのユニバーサルデザインの現状を
見てみる．まず，多くの人々で賑わうコペンハーゲン
中央駅は，さすがに福祉で知られる国の玄関口として
非常に高いレベルで整備されていた．電車を降りてま
ず目に留まったのは，プラットフォームの点字タイル
である(2-1)．日本とは色が逆転した色使いが採用され
ており，地面のイエローがホームの明るさを印象づけ
ている．日本の場合，あの強烈な蛍光の黄色は弱視の
人々向けに対応させている訳であるが，そういった
方々もコントラストをつけてあれば十分に判別できる
のかもしれない．しばらくホームで観察してみたとこ
ろ，車いす，電動車いす，ベビーカー，自転車の方々
は電車への乗り降りは一人だけで行えており，構内の
移動も全く問題が無く行えるように配慮されているこ
とがわかった．（2-2,2-3） 
また，街中を移動してみて特に興味深く感じたのは，
石畳のテクスチャを効果的に使い分けるなど，触覚情
報の差を埋め込みつつ，それを控えめに行い古い石造
りの街並みの景観と調和させていることである（2-4
～2-7）．こういったバランス感覚は，どんどん異質な
ものを追加していくアジア圏では見られることが少な
い． 
こういった障壁を減らす整備が行われているのは，
確かに障害者向けではあるが，その背景にあるのは，
不利なことがあっても出来る限り自力で実行し，自分
で生きていくことが望ましいという彼らの持つ自己決
定の主張であり，社会文化であるようだ． 
 
 
 
 
 
図 1	 コペンハーゲンにて 
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3.3   コペンハーゲンのコミュニケーションデザイン  
 
次に，コペンハーゲンの街中のコミュニケーション
デザインを見てみる．街の中を移動しながら撮影して
採集を行った．全体的に見て，デンマーク語と英語と
ピクトが併記されており，文字とビジュアルの双方の
情報が効果的に利用できるようによく整備されている
と言える．ピクトのフォルムは個性を消しニュートラ
ルに押さえられており，加えて説明の書体も風変わり
なものは少ないが，ただ，色使い的には鮮やかな原色
でポップに対比させているものも多く，遊び心も見え
る（2-10）．デザインテイストとしては，主にドイツ・
スイスのデザインの系譜に繋がるような，シャープで
機能性の高いものが一般的である．ターミナル駅や空
港のサインは，その国の優れたデザイン会社が担当す
ることも多いためどの国でも洗練されているものであ
るが，コペンハーゲンではバス停のデザインまでが非
常に完成度が高い(2-5)．視認性，美しさ，街中で統一
されたシステムとしての機能性を兼ね備えている．そ
してスタイリッシュな白いキューブに思わず足が止め
られた駅のサインは，仮設中のものであった(2-3)．こ
のレベルで仮設というのも驚かされるが，同時に関係
者が必要に駆られて手作りするいわゆる「野良サイン」
はあまり見かけなかったため，デザイナーが早くから
関わって誘導に於ける問題点をデバックしているのか
もしれない． 
また，スムースな案内表示を目指すだけではなく，
コペンハーゲンではオープンカードという観光客用の
パスポートで，ほとんどの交通機関や施設がフリーパ
スになるというサービスを提供している．「観光を楽し
む時間」をまとめて購入するワンストップ型のサービ
スデザインとしても優れていると言えるだろう． 
 
3.4   コペンハーゲンの⾃自転⾞車車⽂文化  
 
 そして本章の最後にコペンハーゲンの街でもっとも
特徴的な自転車文化について紹介したい．コペンハー
ゲン市では低炭素社会に向けた国側の交通政策として
積極的な自転車を推奨し，「世界一の自転車都市」を目
指している．移動にさほど時間がかからないコンパク
トかつ平坦な街であるという地形的な要因や，そもそ
も駐車場がないという事情やいろいろな理由が重なっ
ているためと思われるが，とにかく自転車が日常の移
動手段として普及しており，多くの人々が自転車で移
動していた．街の大通りは自転車専用レーンが整備さ
れ（4-10），朝夕はまるで中国のようなラッシュになる．
実に 85％の市民が自分の自転車を所有し，60％の利用
者が毎日自転車に乗り，通勤・通学者の 37％が自転車
を利用している（1）という． 
 
図 2	 コペンハーゲンのユニバーサルデザイン 
北欧の街におけるコミュニケーションデザイン
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図 3	 コペンハーゲンのコミュニケーションデザイン 
　　情報科学研究所　所報 No.80（2013）　　
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図 4	 コペンハーゲンの自転車文化 
北欧の街におけるコミュニケーションデザイン
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